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ページ 項　目 内　容 第２回作業部会での意見 事務局案

2 P10
４「伝承」
２～３行目

～公開や保存、修理の継続 実態に合わせ修正する
藤原委員から語句について説明あり
「保存修理」の表現に変更

3 全体 語尾の表現

「目指す」、「検討する」という語
尾では、達成度に対する責任や施策
に対する積極性が現れてこないため
前向きな表現にして欲しい。

予算等による実現可能性を考慮
し、できるだけ積極的な表現に修
正する。
「目指す」については必ずしも消
極的表現ではない

「検討する」は５か所で使用。うち、予算措置
が必要な個所と、他室課から提出された「推進
する主な取組」で使用されている箇所は未修
整。他箇所は「推進する」に修正
「目指す」については、20箇所で使用されてい
るも、積極的表現と捉えて修正せず

6
P21
他

カタカナ語等
アートマネージメントやコミュニ
ケーションスキル等のカタカナは
「日本語」にはならないのか。

「アートマネジメント」について
は注釈をつける。
「コミュニケーションスキル」に
ついては、そのまま使用する。

注釈（案）:「文化・芸術の作り手と受け手を
つなぐ役割を担い、公演や作品等の企画・運
営、広報等、マネジメント業務を広く行うも
の」

事務局検討事項一覧 資料２
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事務局検討事項一覧 資料２

7 P20 大綱Ⅰ施策3

「―接点の少ない人へ―」は、少な
い人を引き上げる表現より、例えば
「より多くの接点を求めて」の方が
よいのではないか。

保留

事務局素案の意図としては、文化に親しみのあ
る人もいれば、そうでない人もいる中で、文化
に親しみの少ない人をターゲットにした施策を
まとめる箇所として「接点の少ない人へ」とい
う表現を用いている。
また、委員からの意見で変更した「情報交流」
という表現については、上記の意図を明確にす
るためにも、「情報発信」に戻したい

9 P23
大綱Ⅱ施策３
◆現状　4行目

「普及啓発」に「活動」を追加した
ほうが分かりやすい。

事務局で精査

他２箇所でも「普及啓発」の表現あり。活動を
語尾に付ける場合、「啓発活動」と表現される
ことが多く、「普及」の意味合いを加えるので
あれば「普及啓発」のままでよいと考える
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事務局検討事項一覧 資料２

10 全体

「本市」「吹田
市」「行政」の使
い分け（項目につ
いては、事務局で
記載）

「行政」とは、市・府・国のことを
指すのか、それとも、吹田市のこと
か。もし市なら、「市」と書いたほ
うが良い。

事務局で精査

P25とP26で使用されている「行政」の表現はそ
のまま使用（主語に本市と使われているなど、
前後の文脈から判断）
P26の「等」は削除する
P6で追加する「文化の主体・文化政策推進の役
割」については、条例の表現のため、「市」の
表現をそのまま使用
他箇所で市が主語になるときは、基本的に「本
市」として表現している

11 P24
大綱Ⅲ施策１
◆今後（５）

「プログラムを考察」とは何を言っ
ているのか分からない。

事務局で精査

「啓発イベント等への市民の参加を促すた
め、イベント等において文化・芸術プログラ
ムを実施し、地域課題の共有と解決を図りま
す。」に修正

12 全体 文章の主語

文章中（◆現状の文章）主語がない
文章がある。誰がそうするのか、分
かりやすいよう主語を入れたほうが
よいのではないか。

（例）P25◆Ⅲ-2現状 最後の３行
主語は「すべての人々」なのか等
事務局で精査

該当箇所の主語は市である。計画素案全体を通
して、市が主語になる箇所については、あえて
主語を記載していない部分が多い
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事務局検討事項一覧 資料２

14 P6

１章　計画の概要
４　文化（政策）
の対象範囲「メ
ディア芸術」

「メディア芸術」を「メディア文
化・芸術」に変更
（理由）法整備のあと追い等、脆弱
性に溢れた現在のデジタル文化を踏
まえ、今後どう対処していくのかの
視点を計画の中に入れる必要があ
る。

「メディア文化・芸術」と表現す
ることは、今回の計画では範囲が
広いため、一端保留

資料１の最初の項目で詳細について記載

17 19
大綱Ⅰ施策2「現状
について」

「全ての人々が文化形成の主体とな
り、芸術表現の当事者となること
で、市民社会づくりと社会課題の解
決に参画できる文化的民主主義の実
現を目指します。」の文言を追記す
ることについて、原案に賛成する。
（理由）同上

基本的な考え方に文化的民主主義
の注釈を加えたうえで記載する

注釈(案)：文化・芸術とその活動を通じて、市
民が交流し相互に意見を交換することで文化・
芸術以外の事柄に関しても、地域住民や市民の
自己決定能力が涵養されること

「基本的な考え方」(もしくは、「はじめ
に」）に追加する内容については、事務局検討
中
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